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育てたい生徒像
１ 知・徳・体の調和のとれた感性豊かで至誠の心を持つ生徒
２ 人権を尊重し，民主的でかつ協和の精神に富んだたくましい生徒
３ 勤労と責任を重んじ，自主的・自立的に行動できる生徒
４ 自己のあり方や生き方について考える生徒

徳島県立小松島西高等学校勝浦校



総 括 評 価 表
重点課題 １
「わかる授業の展開と確かな学力の定着」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価
（全体レベル） ①-1 授業の取組に関するアンケートを実 ①-1 各学期末に各ＨＲにおいて，授業 評定

施し，生徒の自己評価 80 ％以上を目標 の取組に関するアンケートを実施し Ａ （所見） Ｂ
基礎的・基本的な知識・技 とする。 た。ほとんどの質問項目で 80 ％以上 授業の取組に関するアンケートよ ○学力向上委員会や
術を習得させるため，指導 の評価であった。。 り，１学期よりも２学期の方が自己評 担任の先生方と連
方法の工夫・改善を行い， ①-2 配布物をファイルに綴じ、ロッカー ①-2 調査の結果，81%であった。 価が高かった。授業の雰囲気に関する 携して目標の達成
生徒の学力の定着と向上を ・机の整理整頓をする人が 75%以上を Ｂ ことは 70 ％台であったので，今後， B に向けて努力する。
図る。 目標とする。 改善していく指導が必要である。

①-3 １日の自主学習時間０の人が 40 ％以 ①-3 調査の結果，1学期中間考査期間中 また，自主学習に関しては，声かけ
（下位組織レベル） 下を目標とする。 56%，2 学期期末考査期間中 51%であ Ｃ をすることで学習時間が増えた生徒も
①基礎学力の向上 った。 おり，勉強する大切さを粘り強く伝え

②-1 教員相互の授業見学会(仮称)を学期 ②-1 学期に１回，授業見学会を実施し ていく必要がある。また，継続して１ ○授業見学会の実施
に 1回実施し，指導力の向上をはかる。 た。 Ｂ 人でも学習できるしくみを考えていき 方法を検討する。

②指導技術の向上と評価方 ②-2 年間学習指導計画における評価基準 ②-2 年度初めに作成した年間学習指導 たい。
法の工夫・改善 （評価方法）を検討し，評価方法の改善 計画に基づき授業を実施することがで Ｂ 生徒の基礎学力を向上させるため，

を目指す。 きた。評価方法の改善については継続 授業見学会等に取り組んだが，今後と
③授業時間の確保 していく必要がある。 も継続した取組が必要である。 ○学校行事を精選し，

③ 年間授業実施率 80％以上を目指す。 ③ ３１ＨＲ年間授業時数 1089時間 Ａ 授業実施時間を確
３２ＨＲ年間授業時間 1011時間 保する。

活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見
①-1 月末にアンケートを実施して集計結 ①-1 教務課が行ったアンケートから授 ① アンケートの記載から生徒の素直な感 社会に出てからも学び続けること
果を各クラスに表示し，生徒の授業に対 業中の様子を推測することができた。 想や意見を得ることができた。教務課と が「生きがい」や「やりがい」につ ○アンケート結果か
する意識や学習意欲が向上するよう情報 ＨＲ担任にアンケート結果を伝え，改 して，生徒が安心して授業に取り組むこ ながる。そのためには自学・自習の ら改善点を見いだ
発信を行う。 善を図った。 とができる環境作りを行っていたい。 能力が必要である。また基礎学力は し，学習環境の改

①-2 毎時間ロッカーや机の整理整頓がで ①-2 朝・帰りのＳＨＲ時を中心に，各 プリント等を整理することで自学自習 必要不可欠である。将来の進路を保 善に努める。
きているかチェックし，配布物はファイ 授業等においても機会を捉えては声か をしやすい状態をつくることと，そこか 障するためにも，学力を向上させて
ルに綴じさせ，自己管理をさせる。 け指導をした。 ら自己管理する力をつけることを目的に ほしい。

している。このまま継続していきたい。 ○教室など学習環境
①-3 各教科で予習・復習を促す課題を定 ①-3 復習をしやすいようなプリントを の美化に努める。
期的に与える。 作成したが，教科によっては１人で学

習するのは難しい場面もあった。
②-1 授業見学会の評価を先生方に伝達し， ②-1 授業見学会を設定したが，出張や ② 教員の指導力および授業の質の向上に 先生方は，生徒それぞれに応じた
教員の指導力及び授業の質の向上につな 校務の都合で，当初の目的を達成する つながる取組を計画する必要がある。次 授業方法をよく模索してくださって
がるよう，情報発信を行う。 ことができなかったように思われる。 年度は研究授業や公開授業を授業者以外 いる。今後も教科を越えて見学会を

の全ての先生方が参観できるような授業 実施し，生徒の学習意欲を高めてほ
②-2 各科目における評価基準を検討し， ②-2 各科目のシラバスの作成について 見学会が実施できれば，と思う。 しい。 ○継続したシラバス
冊子等を教室等に置いて生徒へ周知を行 検討を行った。次年度以降，シラバス に関する検討
う。 を公開できるよう準備を進めていきた

い。
③ 校務運営委員会において授業の実施率 ③ 学期末に４０分×５限を設定し，「基 ③ 生徒は「基礎学ＵＰプロジェクト」に 普通科の教員が減少している。教 ○基礎学ＵＰプロジ
を報告し，教員に授業の実施状況の情報 礎学ＵＰプロジェクト」と称した基本 意欲的に取り組むことができた。わから 科を越えて基礎的・基本的な学力を ェクトの内容，実
発信を行う。学校行事の見直しや振替え 的な学力を身に付けさせる取組を実施 ないところを友達同士で教え合ったり， つけさせなければいけなくなってき 施方法について検
授業を確実に実施する。 した。授業時間数は普通科目，専門科 問題を次々に取り組むなど生徒には好評 ているので，先生方も大変であろう 討し，改善すべき

目に位置づけたので，実施時数を確保 だったように思う。来年度も学力向上委 と推察する。 所は改善する。
することができた。 員が中心となり，継続して取り組みたい

と思う。



総 括 評 価 表

重点課題 ２
「豊かな人間性の育成と人権教育の推進」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価
（全体レベル） ①-1 人権学習ホームルーム活動満足度 ①-1 人権学習ホームルーム学習満足度 評定 Ｂ ○実施内容の工夫及

85％をめざす。 は生徒が 80%，教職員が 80%であり， （所見） び教職員対象の勉
①-2 いじめ等に関するアンケートを学期 さらなる満足度の向上へつなげたい。 人権学習ホームルーム活動は，今年 強会の実施

一人一人を大切にし，互い に１回実施し，実態を把握し防止に努め ①-2 同和問題に関するアンケート中心 Ｂ 度は同和問題を中心とするホームルー
に思いやり尊重する態度を る。 だったので，今後いじめに関するアン ム活動を全学年で実施。生徒の理解度
育てるとともに，生命や人 ケートを実施したい。 も約 85 ％と高かった。教職員に対し B ○同和問題学習の充
権を大切にする意欲を培い ①-3 全学年で道徳教育のホームルーム活 ①-3 犯罪被害者についての道徳教育の Ｂ てもあわせて同和問題勉強会を実施し 実
実践力を身につける。 動を計画的におこなう。 ホームルーム活動を全学年で実施し たので充実度も高かった。同和問題中

た。 心の活動だったので，いじめに関する
（下位組織レベル） ②教職員研修対象の研修会参加率を 90 ％ ② 教職員対象の研修会の参加率は 80 アンケートが実施できなかった。教職 ○研修内容の検討

以上をめざす。また，その充実感や満足 ％を超えた。また充実感や満足度は 80 Ｂ 員の研修会も日程や内容を精選する必
度を 85%以上にする。 ％程度であった。 要がある。

①ホームルーム活動づくり
活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 ○各ホームルーム活
①-1 人権学習ホームルーム活動を行うに ①-1 今年度は同和問題中心の人権学習 ①-1 年間を通して同和問題に取り組んだの 「いじめ」のない，誰もが安心し 動実施前の事前勉

②教職員研修の充実 あたっては，人権教育課が学年に応じた ホームルーム活動なので人権教育課か で,教職員・生徒あわせて学校全体で同和 て楽しく学べる民主的な学校づくり 強会実施
資料を提示する。 ら全学年に資料を提示した。 問題について学習することができた。 に努めてほしい。

また，最近は「スマホ」の普及に
①-2 いじめなどに関するアンケートを実 ①-2 同和問題に関するアンケートが中 ①-2 来年度に入ってすぐにいじめ問題を中 より表には見えないトラブルが増え ○アンケート内容の
施し，実態把握に努め，適切な対応を 心だったので実施できていない。 心とする人権意識調査を行う予定。 ている。普段の生活の中での生徒の 再検討
おこなう。 言動や，変化にいち早く気づき，良

①-3 道徳教育のホームルーム活動を実施 ①-3 犯罪被害者に対する言動や態度に ①-3 なかなか遭遇することが少ない題材に き相談者になってほしい。 ○活動内容・テーマ
する際には全学年の統一の指導案を作成 ついて，映像資料などを利用して全学 ついて考察することができたが,次回はも の検討
する。 年で実施した。 っと身近な題材についてホームルーム活

動を実施したい。
②-1 校外の研修会には，教職員が少なく ②-1 日程や内容により，全員の教職員 ②-1 教職員が充実した研修を受ける事がで 今後も引き続き，自らの資質・能 ○計画的な実施及び
とも年間１回以上参加するようにする。 が参加することが難しかった。 きる環境整備に努力が必要である。 力を高めるための研修を実施してほ 効果的な研修内容

②-2 校内の研修会を年間 2 回以上実施す ②-2 今年度はＰＴＡ総会で生徒・保護 ②-2 保護者と生徒が家庭で人権について話 しい。 の検討
る。 者・教職員で同和問題に関する研修会 し合うきっかけになったので,これからも また，家庭の力も大きいと思うの

を実施した。 積極的に模索していきたい。 で保護者も含めての研修会を行った
②-3特別支援教育の理解を深めるために， ②-3 特別支援学校から講師を招き，特 ②-3 学校の実態に応じた研修会を展開して ことはとても意義あることだと思う。○関係諸機関や保護
年間 1回以上研修会を実施する。 別支援に関する研修会を実施した。 いくことが必要である。 者とのスムーズな

②-4 特別支援関係機関との連携・相談を ②-4 ケースに応じて近隣の特別支援学 ②-4 生徒に関する情報を教職員でいつでも 連携
はかり，ケース会議を年間 2回以上実施 校と連絡を取り，相談をおこなった。 共有できるように,会議の日程や内容を吟
する。 またケース会議を実施した。 味していく必要がある。



総 括 評 価 表

重点課題 ３
「キャリア教育の推進と進路希望の実現」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価
（全体レベル） ①-1 卒業時における生徒の進路決定率 90 ①-1 卒業時における生徒の進路決定率 評定 Ｂ

％以上をめざす。 １００％ Ｂ （所見） ○進路について考え
望ましい職業観・勤労観及 ①-2「勝浦塾」就業体験学習自己評価肯定 ①-2 「勝浦塾」就業体験自己評価 生徒との面談を通じて，将来の希望 るさせる機会を増
び職業に関する知識や技能 率 80％以上をめざす。 肯定率 ９３．０％ Ｂ について把握することができたので， やす。
を身につけさせ，主体的に ②総求人数 250 人以上をめざし，60 社以 ② 総求人数 ６５４ 進路に応じて的確なアドバイスをおこ
進路を選択する能力と態度 上企業訪問を実施する。 訪問企業数 ７５ Ａ なうことができた。 B ○「勝浦塾」への参
を育てる。 ③取得資格数 ③ 刈払機取扱作業者教育の資格取得率 「勝浦塾」や進路ガイダンス等の行 加を呼びかけ，仕

１年生対象に実施する刈払機取扱作業 80％（47名中 43名 合格） Ｂ 事を通じて進路を考える機会をもつこ 事をするというこ
者教育の資格取得率 80％以上をめざす。 農業技術検定３級の合格率 とができた。 とについて考えさ
２年生，３年生対象に実施する農業技 34.3 ％（35 名中 12 名 合格） 資格試験については，その重要性を せる。

（下位組織レベル） 術検定３級の合格率 70％以上をめざす。 生徒に知らせることができ，生徒一人
ひとりが真剣に取り組むことができ個

①組織的なキャリア教育の 々の将来に向けた活動ができた。
推進 活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 ○就業体験学習の継

①-1 夏休み中に「勝浦塾」就業体験学習 ①-1「勝浦塾」については,本年度は２ ①-1 会社見学を実施したことにより，仕事 企業現場における業務内容を知る 続実施
②企業訪問と求人開拓 をおこない，受入事業所から評価と助言 年生全員を対象に企業見学を実施し， の内容を知ることができた。また企業の 良い機会である。また企業の方の話 ○就業体験の意義に

をもらう。９月に「勝浦塾」報告会を実 企業から進路に向けた指導助言をいた 方から仕事に喜びや厳しさを教えられて を聞くことは勤労意欲を増し，不安 ついて１年次から
③資格取得の奨励 施する。 だいた。 勤労観が育成された。 を払拭することになるので，とても 指導をおこなう。

良いことだ。
①-2 職業理解・職業体験のため分野別の ①-2 職業ガイダンス・職業体験を学期 ①-2 職業ガイダンスを実施することによ ○事前指導・事後指
職業ガイダンスを学期に１回実施する。 に１回実施した。職業講話・面接練習 り，様々な仕事を体験することができた。 導の充実
３年生は講演会・職業ガイダンスを実施 についても２，３年生が体験した。 それにより職業について深く知ることが
する。 でき，将来について考えることができた。

②-1進路指導課・３年学年団を中心に５， ②-1 ５，６月に管理職・進路指導課・ ②-1 生徒との面談を通じて生徒が希望する 各事業所との信頼関係を維持する ○企業と生徒とのマ
６月に企業を訪問する。 ３年生学年団が分担して企業訪問を実 職種を把握し，それに応じた企業訪問を 上で企業訪問は大変重要であり，有 ッチングができる

施して求人依頼を行った。 計画的に実施することができた。 意義である。今後も継続し，求人獲 ように指導する。
得につなげてほしい。

②-2 ホームルーム活動，授業等を通じて ②-2 各学期において進路指導について ②-2 進路指導の授業等を通じて，どのよう 徳島大学に農業系の学部ができた ○将来について考え
の進路指導を年３回以上行う。 のホームルーム活動や授業を行った。 な高校生活を送れば良いのかと考える良 ので，そこに進学したいと思うこと ることのできるよ

い機会となった。 で学習意欲も高まるのではないか。 うな授業展開。
③-1 関係機関と連携し，各種検定や資格 ③-1 刈払機取扱作業者教育，農業技術 ③ 各種検定や資格取得について積極的に 資格を持っていることが大変有利 ○資格に関する情報
を積極的に取得することができるように 検定以外の検定や資格について，合格 取り組むよう，各 HR 担任や資格担当教 になる。なるべく多くの資格取得に 発信と合格率の向
情報提供を行う。 者を出すことができた。 員から生徒に声をかけ，情報発信を行う 挑戦させてほしい。 上

③-2 農業技術検定の合格率を向上させる ③-2 検定前に授業形式で，過去問題に ことができた。農業技術検定の合格率を
ための取組（補習）を実施する。 取り組む補習を行った。 向上させる指導のあり方について，検討

する必要がある。



総 括 評 価 表

重点課題 ４
「基本的生活習慣の確立と規範意識の育成」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ① 年間５回以上全校集会を実施し，頭髪 ① 本年度については，毎月はじめに全 評定 Ｂ
・服装指導や特別指導防止に向けた生徒 校集会を実施し,頭髪・服装・指導をな Ｂ （所見） 〇今後も継続して毎

愛情と信頼に満ちた人間関 指導面での改善を図る。 らびに生活面でのアドバイスを実施し 本年度から毎月月はじめに全校集会を 月全校集会を実施
係を構築し，社会の一員と た。 開催し，基本的生活習慣の確立を目指し する事で生活面で
しての責任と義務を自覚さ た全校集会を実施した。 の指導の向上が図
せるとともに，自律心を養 ② 遅刻・無断欠席改善指導については， ② 各クラスのホームルーム担任を中心 また，本年度はクラスを中心に遅刻無 られる。
い規範意識を醸成する。 前年度から１０％の削減を目指す。段階 に遅刻無断欠席に係る指導を行った。 Ｂ 断欠席に係る指導に努めた。 B

に応じて保護者面談等を実施する。 さらに，本年度交通安全教室を 2回実
施した。

（下位組織レベル） ③ 校内，校外における交通安全講習会を ③ 本年度については、年間 2回交通安
年１回以上，運転技能向上講習会を年１ 全に係る交通講習会を実施した。 Ａ

①頭髪・服装指導の徹底 回以上開催する。
活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 〇今後も継続して毎

②基本的生活習慣の育成 ① 各学期の節目に全校集会をおこない， ① 本年度については、毎月全校集会を ① 毎月全校集会を実施し,学年，学校全体で 一人一人の生徒を先生方がよく 月全校集会等を通
ＨＲ，学年，学校全体で共通意識を持ち 実施し,学年，学校全体で共通意識を持 共通意識を持ち連携を図りながら，効率的 見てくれている。 じて生活面での指

③交通事故の防止と通学マ 連携を図りながら，効率的で公平な指導 ち連携を図りながら，効率的で公平な で公平な指導に努めることができた。 導の向上が図られ
ナーの向上 をおこなう。 指導をおこなう。 る。

②-1 朝のあいさつ運動や，日々の学校生 ②-1 本年度,朝のあいさつ運動や，日々 ②-1 本年度,朝のあいさつ運動や，日々の学校 社会に出て，きちんと自立する 〇今後も継続して毎
活全般，農業教育をとおして生徒，保護 の学校生 活全般，農業教育をとおし 生活全般，農業教育をとおして生徒，保護 ためには，基本的生活習慣の確立 月全校集会等から
者，教員間のコミュニケーションを密に て生徒，保護者，教員間のコミュニケ 者，教員間のコミュニケーションを密にし，は必要不可欠である。遅刻１回で 生活面での指導の
し，生徒の基本的生活習慣の育成をおこ ーションを密にし，生徒の基本的生活 生徒の基本的生活習慣の育成に努めること も社会では信用を失う大きな要素 向上が図られる。
なう。 習慣の育成をおこなった。 ができた。 になり得るということを知ってほ

②-2 月１０回以上の生徒を対象に，学校 ②-2 月１０回以上の生徒を対象に，ク ②-2 １０回以上の生徒を対象に，クラス主導 しい 〇学校全体での指導
全体で遅刻改善指導を実施する。 ラス主導で遅刻改善指導を実施した。 で遅刻改善指導に努めることができた。 助言に努める。

③-1 バス通学状況の把握と改善指導を常 ③-1 バス通学状況の把握と改善指導を ③-1 バス通学状況の把握と改善指導を常時行 常にマナーやモラルを学校生活 〇今後も継続した指
時行い，バス会社や地域，家庭と連携し 常時行い，バス会社や地域，家庭と連 い，バス会社や地域，家庭と連携した指導 の中で，十分に指導してくれてい 導に努める。
た指導を実施する。 携した指導を実施に努めた。 を実施に努めることができた。 ると思う。

③-2 駐輪場の整理・整頓，年度当初の車 ③-2 駐輪場の整理・整頓，年度当初の ③-2 駐輪場の整理・整頓，年度当初の車体検 地域と共にある学校であるとい 〇今後も継続した指
体検査，校内外の交通安全教室を実施し， 車体検査，校内外の交通安全教室を実 査，校内外の交通安全教室を実施し，交通 うことを生徒に理解させ，思いや 導に努める。
交通規範意識の向上を図る。 施し，交通規範意識の向上に努めた。 規範意識の向上に努めることができた。 りや譲り合いの精神を学ばせてほ

③-3 全てのバイク通学生徒は年１回以上 ③-3 全てのバイク通学生徒は年１回以 ③-3 全てのバイク通学生徒は年２回の２輪車 しい。 〇今後も継続した指
２輪車実技安全講習を実施し，運転技能 上２輪車実技安全講習を実施し，運転 実技安全講習を実施し，運転技能向上と， また，通学時に事故のないよう 導に努める。
向上と，交通安全の規範意識を高める。 技能向上と，交通安全の規範意識を高 交通安全の規範意識を高めるることができ 十分に気をつけてほしい。

めることを行った。 た。



総 括 評 価 表

重点課題 ５
「特別活動の活性化と環境教育の推進」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ①-1 生徒の特別活動満足度 90％をめざ ①-1 体育祭･文化祭・収穫祭の平均満 評定 B 〇すべての行事の計

す。 足度 82.9 ％ B （所見） 画・立案・相談の
創造的な活動を通して集 学校行事の面においては，生徒会を 迅速化
団，社会の一員としての自 ①-2 朝のあいさつ運動を毎日実施し，平 ①-2 平均参加者は８名（12月末まで） 中心に活動が円滑に行われ，満足度も
覚を深め，よりよい生活， 均参加者数 10名をめざす。 で，目標には届かなかった。 C 一定の数値は得られている。しかし， 〇特活課と農業科，
環境づくりに主体的に取り ①-3 収穫祭における来場者数 500 名をめ ①-3 収穫祭の来場者数 約５００名 すべて生徒会役員に依存している状況 および各担当との
組む意欲と実践力を育て ざす。 催し物が多い時期で人が分散したと考 B があるのではないかという懸念があ 連携
る。 えられる。 る。あいさつ運動は，誰でも参加可能

①-4 学年集会を５回以上実施する。 ①-4 クラス別・学年別集会を６回実施 のボランティアであるので，各種委員 B 〇文化祭・収穫祭の
した。 A 会にも働きかけて参加を促したい。各 あり方の模索

種委員会の活動も，学年の縦割りの特
（下位組織レベル） ①-5 生徒会行事の度に学校 HPに掲載し， ①-5 行事の予告や報告，部活動の結果 A 性を生かし生徒主体の工夫した活動を

情報発信に努め，理解と協力を促す。 について毎回掲載した。 模索していく必要がある。
①生徒会活動・ＨＲ活動の ② 部活動加入率 50 ％をめざす。また部 ② 部活動加入率 56.8％ 部活動は，部員が一定数集まらない 〇部活動の活性化
活性化 活動における生徒の満足度 90 ％をめざ 部活動における満足度 82.6％ B など少人数校の宿命があるが，本校の

す。 中心部活であるライフル射撃部や民芸
②部活動の充実・活性化 ③-1 ゴミ箱の設置方法を工夫し，ゴミの ③ 分別が徹底できていない面も見られ 部は今年度も全国規模で活躍してい 〇節電・ごみ分別・

分別の徹底を図る。 たが，一定の成果は上げている。 B る。しかし他の部の活動内容も今後の リサイクル活動の
③環境・エネルギー教育の ③-2 定期的に校内清掃活動を行う。その ③-2 参加率 91.3％ 課題となるだろう。 推進
充実 際の生徒会役員の参加率 80 ％をめざ 約月１回，生徒会役員による校内外 A 環境活動は引き続き取り組んでいか

す。 清掃活動を自主的に行っていた。 なければならないと考える。
活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見
①-1 本校の伝統となっている挨拶運動を ①-1 実施時間を遅らせたことでバス通 ①-1 挨拶の励行と大きな声を出すという 生徒の元気なあいさつや活発な活 〇生徒会以外の生徒
引き続き実施する。参加者を増やすため 学生などがあいさつ運動に参加しやす 積極性が，マナーの向上やボランティア 動は，地域に活気と活力を与えてく が参加しやすい雰
に，生徒会や生活委員会に強く呼びかけ くなった。しかし，生徒会役員のみで， マインドの醸成に役立ち，生徒の自信や れている。今後も引き続き継続して 囲気の醸成
ると共に，有志を募る活動を行う。 全校的な広がりは見られなかった。特 成長につながっている。参加者の増加が ほしい。また，大きな声であいさつ 〇「あいさつ」の意

に冬場は参加人数が少なかった。 課題である。 することで自信につながっているの 識付け
①-2 生徒による新しい活動の企画・運営 ①-2 文化祭で生徒会によるダンスや劇 ①-2 生徒自らが積極的に関わり楽しもう ではないか。あいさつはその人の第 〇文化祭のあり方の
が図れるよう指導する。 を行い，大変盛り上げた。また，体育 という意識が芽生えてきた。文化祭や体 一印象を決めるとても重要なもので 検討

祭では新種目を企画し，好評を得た。 育祭の新しい企画は好評であったが，従 あると思う。あいさつ運動に参加し 〇体育祭の種目の内
来の内容の精選も必要である。 たり，行事の企画を行ったりするこ 容についての検討

①-3 学校行事への主体的な参画が図れる ①-3 学年別集会を６回実施し，主体的 ①-3 学年で団結することにより，各々の とでスキルが養われ，今後の役に立 〇内容の充実
よう指導する。 に取り組む環境を設定した。 理解が深まっているように感じた。 つだろう。

②-1 自然科学部は，農業の授業とも絡ま ②-1 部活動と農業の授業を関連させる ②-1 イベントなどに出て行く場合は，参 社会に出る上でコミュニケーショ 〇綿密な連携
せ，より地域に出て行きやすくするため ことで起動力が生まれ，活動の幅が広 加者が固定されてくるということが課題 ン能力は不可欠である。仲間作りを
に，全員参加の部活動の形態を取らせる。 がった。 ではあるが，他の生徒もパネル作りなど 通してコミュニケーション能力をつ

の裏方として活躍している。 け他人の気持ちを推し量る心を育て
②-2 収穫祭等での本校との交流活動を盛 ②-2 吹奏楽部とのコラボレーションや ②-2 生徒同士の交流も盛んになってきて てほしい。 〇本校や地域への積
んにする。 「雪花菜アイス」の販売を行い，好評を いることは，たいへん喜ばしいことであ 極的な働きかけ

得た。また本校の文化祭にも生徒会が る。
参加し，草花やゆこうの販売を行った。

③-1 毎日の清掃時には職員を配置し，ゴ ③-1 職員配置はできている。しかし， ③-1 生徒会役員が約月 1 回，校内外の清 エコに対する個々の取り組みや環 〇一人一人のマナー
ミの分別を徹底させる。 分別の徹底はできていない部分もあっ 掃活動を行っており，それを目の当たり 境問題への参画意識を育ててほしい。 の向上

た。 にした他の生徒のマナーの向上や節電・
③-2 生徒会や有志による校内清掃活動を ③-2 約週１回，生徒会役員による校内 ごみ分別・リサイクルの意識の変革，向 〇環境美化に関する
月 1回行う。 外清掃活動を自主的に行っていた。 上を望みたい。 意識の向上



総 括 評 価 表
重点課題 ６
「学校の活性化，産業教育の振興と新しい学校づくり」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ① 校外実習活動，交流学習の実施数を年 ① 校外実習活動と交流学習の実施回 評定

間 10回以上行う。 数。 Ａ （所見） Ａ
基礎・基本の定着を図りこ （計 16回） 地域に根ざした学校として地域貢
れまでの教育を創造し，地 ② 年間を通して野菜・果樹・草花等を中 ② 年間を通して 野菜，果樹，草花， 献，環境保全活動や新しい時代に対応
域に根ざした活力と魅力あ 心に農産物の生産と販売をおこなう。 加工品等を中心に農産物の生産と販売 した農業教育を実践してきた。今後も， A
る学校づくりを推進する。 を行うことができた。生産収入も当初 Ａ 地域に根ざした学校として活動してい

予算より増額となった。 きたい。
③ ホームページの更新を月平均 5回以上 ③ ホームページの更新については月平
おこなう。 均 Ａ

（10回）
①本校教育の地域への還元 活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見

①-1 地元小・中学校・特別支援学校等で ①-1ひのみね支援学校 1回（花壇作り）， 日頃学習した農業に関する知識や技術を 人間が生きていく上で農業はなく
②農場経営の活性化 土作りから栽培管理等について農業支援 生比奈小学校 5回（野菜の定植のため いかして様々な活動に取り組んできた。交 てはならないものである。そのこと ○ 校外実習活動，交

をおこない交流を深める。（3 回以上） の圃場整備やサツマイモ植えつけ・収 流学習や学校間連携，地元公共施設との連 を生徒も十分理解はしていると思う 流学習の継続と実
③広報活動の充実 穫，エダマメの種まき），上勝中学校 携では，農業についての知識や技術を支援 が，卒業後も本業にしていこうとす 施。生徒の自主性

１回（草花の寄せ植え），勝浦中学校 することで生徒自らの学習意欲が喚起され，る者は少ない。農業で十分生計が潤 ・主体性の育成
１回（挿し木・ミニ観葉の育て方・無 自信となった。また，体験をとおしてコミ うと農業従事者がもっと増えるだろ
菌操作・ラッカセイの種まき），加茂 ュニケーション能力の向上や本校の取り組 うにと思う。本校の卒業生の中に地 ○ 校外での活動を行
谷中学校 1回（災害支援活動として花 みについて理解してもらう良い機会となっ 元で農業を経営したり起業家になっ うための予算確保
壇作り） た。今後も生徒の自主性や主体性を育てる ている者がたくさんいる。先輩たち

（計 9回） ように取り組むことが必要である。 に学び，実践してほしい。 ○ 施設・設備の整備
①-2地元の病院や介護福祉施設へ出向き， ①-2 勝浦病院（庭園管理・緑のカーテ バイオテクノロジーを活用し，絶滅危惧 勝浦校で培った知識や，技術と心 と有効活用の推進
花壇作り等環境整備をおこなう。 ン栽培 15回），特別養護老人ホーム喜 種や希少植物の保護，保全活動ができた。 が社会のために役立っていることを

（3回以上） 楽苑（花壇作り 1回），勝浦町老人会･ しかし，現地への移動方法や資材の購入等 認識し，就職につなげてほしい。 ○ 研究機関や農家等
勝浦役場（緑のカーテン栽培 10回） の予算捻出や授業時間の調整が課題である。 今後も引き続き継続して，地域に の見学や研修。そ

（計 26回） 地域に根ざした学校として，また，農業高 根ざした学校づくりに努め，大いに のための予算確保
①-3 ジンリョウユリやリンドウ等希少植 ①-3 ジンリョウユリやリンドウ等希少 校として生産から加工・販売に取り組んで 宣伝して意欲のある生徒を獲得して
物の苗の提供，植え付け，観察等増殖活 植物の苗の提供，植え付け，観察等の きた。そして，地域の農産物及びその販売 ほしい。 ○ 情報発信と宣伝活
動をおこなう。（4回以上） 増殖活動を行った。 状況についても学習することができた。 予算も軽減される中、限られた施 動の充実

（計 4回） 新鮮で市場価格よりも安く安全・安心で 設・設備を有効に利用することが重
①-4 棚田での田植え，稲刈り等保全活動 ①-4 田植え，除草，稲刈り等へ参加し 珍しい農産物が購入できると地域の方々か 要となる。創意工夫しながら教育効
をおこなう。（2回） た。 （計 3回) らも好評であった。 果を高めてほしい。

②-1 地元に期待されている草花や野菜等 ②-1 草花苗，メロンやトマト・露地野 施設・設備の老朽化における整備と有効 様々な手段を利用して地域への情
魅力ある農産物の生産を心掛ける。 菜，スダチ・チャンドラポメロ，ジャ 利用，狭小な圃場の有効活用を更に検討し 報発信をどんどんやってほしい。勝

ム等多くの農産物を小学校や中学校， ていく必要がある。 浦校の活動には，大きな期待を持っ
収穫祭，農産物販売所「よってネ市」 ホームページの掲載により学校と地域社 ている。
等で販売しみなさんに喜んで頂いた。 会を繋ぐ大きな接点となった。ホームペー

②-2 地元の農産物販売所「よってネ市」 ②-2 野菜・果樹・草花等多くの農産物 ジの掲載を更に勧めたい。
で野菜・果樹・草花等の農産物をあわせ の種類と数量を販売することができ
て年間 6品目以上販売する。 た。 （計 31品目）

③-1 ホームページの内容を見直し，新し ③-1 記事の内容や見やすさを考えて学
いデータに更新する。 校の様子や生徒の活動状況等を紹介し

た。
③-2 学校と保護者の連携を図るため各イ ③-2 保護者に各行事等についての案内
ベントに応じて情報の発信をおこない， や連絡をしたりホームページでの掲載
説明責任を果たす。 をしたりして情報の発信を行うことが

できた。


